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呼
吸
器
感
染
症

高
齢
者
は
呼
吸
器
感
染
症
に
罹
り

や
す
く
、
時
に
命
取
り
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
は
加
齢
に
伴
う

免
疫
力
の
低
下
が
引
き
金
と
な
る
感

染
症
に
対
す
る
抵
抗
力

の
減
退
が
深

く
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

肺
炎
は
抗
生
剤
で
容
易
に
治
る
と

思
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

実

は
日
本
人

の
死

因

の
第

四
位

（１０

％
弱
）は
肺
炎

で
、

免
疫
力
が
低

下

し
て
い
る
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
老

人
性
肺
炎
が
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

老
人
性
肺
炎
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の

は
、
高
齢
に
な
る
と
咳
反
射
が
低
下

す
る
た
め
、

口
腔
内
常
在
菌
（最
も

頻
度

が
高

い
の
は
肺
炎
球
菌
）が
唾

液
と

一
緒
に
少
量
ず

つ
気
管
か
ら
気

管
支
に
入
り
、
不
顕
性
誤
廉
性
肺
炎

と
呼
ば
れ
る
細
菌
性
肺
炎
を
起
こ
す

に
は
自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
が
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
者
の
免
疫
力

の
低
下

は
著
し
く
、　
一
般
的
に
２０
代
を
ピ
ー

ク
に
７０
代
で
は
半
分
以
下
と
言
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
免
疫
力

の
低
下

を
防
ぐ
方
策
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

こ
と
で
す
が
、

抗

生
剤
は
効
か
ず
に

一
け
ど
免
疫
力
で
押
さ
え
込
ん
で
い
た

一
ら
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

づ
く
、
罹
て
と
列
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ミ
ン
Ｄ
が
獲
得
免
疫
を
に
な
う
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
や
り

ンヽ
パ
球

（
Ｔ
細
胞
、
Ｂ
細

胞
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
）
の
細
胞
分
化
を
誘
導

し
て
活
性
化
し
、
ま
た
免
疫
担
当
細
胞

が
情
報
交
換
を
し
て
役
割
に
応
じ
て
働

く
の
を
妨
げ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ

ク
ス
を
予
防
す
る
な
ど
、
サ
ナ
モ
ア
は
獲

得
免
疫
の
免
疫
力
を
強
化
し
ま
す
。

夏
、
日
光
浴
を
す
る
と
、
冬
、
風

邪
（イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
）を
引
か
な
い
、

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ナ

モ
ア
を
日
常
の
習
慣
に
す
れ
ば
、
免

疫
力
を
高
め
て
自
然
治
癒
力
を
向
上

さ
せ
ま
す
か
ら
、
呼
吸
器
感
染
症
に

罹
り
に
く
く
な
り
、
罹

っ
て
も
病
状

を
緩
和
し
、
治
癒
に
至
る
経
過
を
短

縮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

（
四
面

。
自
然
治
癒
力
の
要
は
免
疫

応
答
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
）

平
成
二
十

一
年

元
旦

閉

黄
貸
光
線
療
法
研
究
所

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（五
日
よ
り
営
業
し
ま
す
）
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症  例 :40歳、男性 。
主  訴 :全身 に広 が る地 図状 の膨 隆 した

紅斑 。 か ゆみ。

起 始 。経 過 :仕事 が 忙 し く、 食 生 活 が 不

規 則 で 、 外 食 中 心 とな って いた

が 、あ る 日突 然 、下 腿 に か ゆみ を

伴 う紅 斑 が 出現 。徐 々 に 、体 幹 部

に まで 広 が った た め、 サ ナ モ ア

で 治療 を希望 され来 院。

治  療 :側臥位 にて 、全 身照射 。
腹部 (BD)、 ■■背部 (BD)、 腰部 (BD)、

膝 (AB)、 足 裏 (AB)を 45分照 射。

経  過 :治療 院で の全 身 照 射 と並 行 して
自宅 で の光 線 治 療 も 開 始 。 5回
の 治 療 前 後 か ら、 湿 疹 は 明 らか

に改 善 傾 向 とな り、 か ゆ み も軽

減 。 約 10回 の治 療 で 、 上 下 肢 の

一 部 に残 す程 度 に まで 回復 した。

病
気

の
解
説

毒
麻
疹
は
日
常
的
に
よ
く
見
ら
れ

る
疾
患
で
、　
一
過
性
に
経
過
す
る
か

ゆ
み
を
伴

っ
た
限
局
性
の
皮
膚
浮
腫

と
定
義
づ
け
ら
れ
ま
す
。
あ
る
日
、

急
に
、
境
界
明
瞭
な
円
形
か
ら
地
図

状
に
隆
起
し
た
か
ゆ
み
を
伴
う
膨
疹

が
で
き
驚
い
た
経
験
を
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
轟
麻
疹
発
作
が

一
回
あ

る
い
は
せ
い
ぜ
い
数
日
で
終
わ
る
も

の
を
急
性
型
、

一
か
月
以
上
に
わ
た
っ

て
反
復
す
る
も
の
を
慢
性
型
と
分
け

て
考
え
ま
す
。

轟
麻
疹

の
発
症
は
、
何
ら
か
の
機

序
に
よ
り
、
皮
膚

マ
ス
ト
細
胞
が
活

性
化
さ
れ
、
ヒ
ス
タ
ミ

ン
な
ど
の
活

性
物
質
が
皮
膚
組
織
内
に
放
出
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
皮
膚
微
小
血
管

の

拡
張
（紅
斑
）と
血
漿
成
分
の
漏
出
（膨

疹
）が
起

こ
り

、
知
覚
神
経
が
刺
激

さ
れ
て
か
ゆ
み
を
生
じ
る
こ
と
に
よ

っ

て
説
明
さ
れ
ま
す
。

こ
の
マ
ス
ト
細

胞
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
直
接
的

誘
因
が
あ
る
場
合
と
、
自
然
発
生
的

に
起
こ
る
場
合
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

直
接
的
誘
因
に
は
、
外
来
抗
原
、
物

理
的
刺
激
、

コ
リ
ン
作
動
性
神
経
に

よ
る
発
汗
、
薬
物
や
食
物
成
分
に
よ

る
刺
激
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

様
々
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
ス
ト
レ

ス
や
感
染
な
ど
が
増
悪
因
子
と
な

っ

て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に

マ
ス
ト
細
胞
が
轟
麻
疹
を

引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
邪
魔
な
細

胞
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
生
体

内
に
お
い
て
は
、
生
体
防
御

の

一
役

を
担
う
交
番

の
よ
う
な
存
在
で
、
炎

症
後
の
組
織
修
復
に
も
関
与
す
る
貴

重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

次
に
毒
麻
疹
の
頻
度
を
病
型
か
ら

見
る
と
、
特
発
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、

約
７
割
を
占
め
、
こ
れ
に
、
物
理
性
、

コ
リ

ン
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
、
非
ア

レ
ル
ギ
ー
性
が
続
き
ま
す
。
物
理
性

轟
麻
疹
は
、
機
械
的
刺
激
や
温
熱
刺

激
で
誘
発
さ
れ
、

コ
リ

ン
性
轟
麻
疹

は
、
精
神
的
緊
張
が
負
荷
さ
れ
た
時

に
生
じ
、
運
動
、
入
浴
に
よ
り
誘
発

さ
れ
る
タ
イ
プ
で
す
。
ま
た
ア
レ
ル

ギ
ー
性
奪
麻
疹
は
、
食
事
（甲
殻
類
、

蕎
麦

）や
薬
物
な
ど

の
外
来
物
質
を

摂
取
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
が
、

サ
バ
や
マ
グ

ロ
に
合
ま
れ
る
ヒ
ス
チ

ジ
ン
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
合
成
さ
れ

て
発
症
す
る
病
型
は
、
非
ア
レ
ル
ギ
ー

性
轟
麻
疹
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
尋
麻
疹

に
対
し
極
め
て
有
効
な
治
療
法
と
言

え
ま
す
。
急
性
型
の
毒
麻
疹
の
多
く

は
、
数
回
の
治
療
で
改
善
し
ま
す
が
、

慢
性
型
で
、
特
に
長
期
化
し
た
場
合

に
は
、　
一
か
月
以
上
の
治
療
期
間
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、

特
に
か
ゆ
み
の
強
い
部
位
に
は
、
か

ゆ
み
を
抑
え
る
効
果
の
高
い
Ｃ
カ
ー

ボ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す

の
で
、
Ｂ
と
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
で
試

し
て
み
て
下
さ
い
。

な
お
、　
一
般
的
に
は
下
記
の
よ
う

な
事
麻
疹
の
増
悪
因
子
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
感
染
、
疲
労
、
ス
ト

レ
ス
、
食
物
中
防
腐
剤
、
人
工
色
素
、

食
物
中
ヒ
ス
タ
ミ

ン
⌒サ
バ
、

マ
グ

ロ
）、
薬
剤
（消
炎
鎮
痛
剤
、
造
影
剤
）

な
ど
。
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第
十
四
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
も
、

開
院
か
ら
九
年
目
に
入
り
ま
す
が
、

今
年
も
誠
心
誠
意
、
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
頑
張
る
所
存
で
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
本
年
も
、
昨
年
と
同
様
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
協
会

の
中
心
的
事
業
で

あ
り

ま

す

サ

ナ

モ
ア
光

線
治
療

師

養
成
講
座
を
、
七
月
に
開
講
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
の
で
、
光
線
治
療
院

の
開
業

を

ご
検

討

さ
れ

て

い
る
方

や
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に

つ
い
て
勉

強
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
院
（〇

三
―
五
七
五

九
―

三
七

一
〇
）ま

で

ご
連
絡

下
さ

い
。
な
お
、
日
程
等

の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

医
療

に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非

ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

時

¨
四
月
十
八
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
御
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法
の
啓
蒙

・
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

根
本
中
医
整
体
院

（平
成
十
三
年
十
月
十
五
日
開
院
）

根
本
　
春
子
先
生

電
話

¨
〇
四
八
⊥
ハ
八
八
⊥
全
ハ
八
二

住
所

¨
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

深
作
三
―

二
十

二
―
十
八

交
通

¨
宇
都
宮
線
東
大
宮
駅
東
国
か

ら
ア
ー
バ
ン
み
ら
い
行
き
バ
ス
乗
車

深
作
中
バ
ス
停
下
車
徒
歩
２
分
（焼

き
肉
炭
や
の
裏
）

根
本
　
春
子
先
生

一
言

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
と
の
出
逢
い

を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
分

が
こ
れ
ま
で
に
培

っ
た
経
験
や
治
療

例
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に
光
線
療

法

の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

徐 募 集 器

当協会 の趣 た に賛 周 さ れ 、

サ ナモ ア光線 療 法 の普 及 に

ご協 力 項 け る方 、治療 院 の

用 業 を検 言すな さ りた い方 は 、

お Folい 合 わ せ くだ さ い

T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759… … 3710
FAX (03)5759… -3720
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生
命
に
固
有
の

自
然
治
癒
力

生
命
に
は
自
己
の
身
体
に
起
き
た

あ
ら
ゆ
る
事
象
を
即
座
に
診
断
し
、

治
癒
を
促
す
自
然
治
癒
力
が
備
わ

っ

て
い
ま
す
。
例
示
す
れ
ば
、
外
傷
は

神
経
系
が
即
座
に
診
断
し
て
自
己
に

知
ら
せ
る
と
同
時

に
、
患
部
に
炎
症

反
応
を
起

こ
し
、
免
疫
力
が
働
い
て

感
染
を
防

い
で
治
癒
し
ま
す
。
癌
に

な
ら
な
い
の
は
、
細
胞
が
発
癌
遺
伝

子
細
胞
に
変
異
し
た
こ
と
を
免
疫
監

視
機
構
が
キ

ャ
ッ
チ
し
て
、
傷

つ
い

た
遺
伝
子
を
修
復
す
る
か
細
胞
ご
と

除
去
す
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
自

然
治
癒
力

の
中
核
的
な
位
置
に
あ
る

の
が
免
疫
で
す
が
、
免
疫
機
能
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

っ
て
シ
ー
ソ
ー

の
よ
う
に
上
下
に
変
動
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
疫
力
と
は
免
疫
応
答

免
疫
は
先
天
的
に
す
べ
て
の
多
細

胞
生
物
に
備
わ

っ
て
い
る
非
特
異
的

な
自
然
免
疫
と
、
進
化
し
た
脊
椎
動

物
だ
け
が
後
天
的
に
獲
得
し
た
抗
原

抗
体
反
応
に
よ
る
特
異
的
な
獲
得
免

疫
に
分
け
ま
す
が
、
免
疫
を
担
当
す

る
細
胞
間
で
情
報
交
換
を
行
い
、
あ

る
い
は
神
経
系
や
内
分
泌
系
と
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
、
疫
を
免
れ

る
よ
う
に
生
体
を
防
御
し
て
い
ま
す
。

免
疫
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
感
染
抵

抗
性
、
換
言
す
れ
ば
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
と
闘
う
に
は
免
疫
力
を
高
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
一
方
、
獲
得
免

疫
が
抗
原
に
過
剰
に
反
応
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
で
は
逆
に
免
疫
抑
制
が
、

ま
た
難
病
と
さ
れ
る
慢
性
病
が
多
く

含
ま
れ
る
自
己
免
疫
疾
患
で
は
抗
原

に
な

っ
て
は
な
ら
な
い
自
己
の
組
織

を
抗
原
と
し
て
認
識
し
て
抗
体
を
生

成
す
る

の
で
免
疫
を
調
整
（抑
制
）す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
免
疫
反
応
が
必
要
な
場
合
に
は

誘
発
し
、
逆
に
過
剰
な
、
あ
る
い
は

異
常
な
場
合
に
は
抑
制
す
る
、
全
く

止
反
対
と
思
わ
れ
る
受
け
答
え
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

免
疫
を
免
疫
応
答
と
呼
び
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
が
免
疫
応
答
に

及
ぼ
す
作
用

免
疫
を

つ
か
さ
ど
る
約

一
兆
と
い

わ
れ
る
多
様
な
免
疫
細
胞
は
、
多
能

性
幹
細
胞
と
呼
ば
れ
る
造
血
幹
細
胞

か
ら
分
化
し
ま
す
が
、
分
化
し
た
細

胞
間
で
情
報
を
交
換
し
、
連
携
し

て

適
正
に
免
疫
応
答
す
る
免
疫
力
は
、

生
命
に
備
わ

っ
た
自
然
治
癒
力

の
要

で
す
。

自
然
免
疫
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
序
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
に
な

っ
て
癌
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
感

染
細
胞
を
食
作
用
に
よ
り
除
去
す
る

リ

ン
パ
球

の
Ｎ
Ｋ
細
胞
に
よ
る
免
疫

監
視
機
構
が
明
ら
か
に
な
り
、　
一
躍

脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
っ

Ｎ
Ｋ
細
胞
と
は
ｚ
”
一電
”
ス
自
然
）
パ
一

ピ
『
（
殺
傷
力
）
細
胞

の
略

で
す
が
、

通
常
約
５０
億
個
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
常
に

体
中
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
癌
細
胞

や
ウ
イ
ル
ス
感
染
細
胞
の
監
視
と
殺

傷
を
行
う
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｎ
Ｋ
細
胞

の
細
胞
障
害
活
性
が

サ
ナ
モ
ア
の
透
過
性
に
優
れ
た
赤
外

線

の
輻
射
熱

の
温
熱
刺
激
で
遺
伝
子

発
現
が
誘
導
さ
れ
て
生
成
さ
れ
る
熱

シ

ョ
ッ
ク
蛋
自
質
に
よ

っ
て
賦
活
さ

れ
る
こ
と
は

一
面
に
記
載
し
ま
し
た

が
、
熱
シ

ョ
ッ
ク
蛋
白
質
は
自
然
免

疫
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
生
体
防
御

機
構
を
活
性
化
さ
せ
る
作
用
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

獲
得
免
疫
に
は
細
胞
性
免
疫
と
液

性
免
疫

の
二
つ
の
免
疫
機
序
が
あ
り

ま
す
が
、

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
樹
状

細
胞
が
貪
食
し
て
得
た
細
菌
、
ウ
イ

ル
ス
、
毒
素
、
花
粉
、
異
種
蛋
自
な

ど
非
自
己
情
報
を
抗
原
と
し
て
リ

ン

パ
球
の
Ｔ
細
胞
に
伝
え
ま
す
。
そ
れ

に
呼
応
し
て
Ｔ
細
胞
が
特
異
的
抗
原

に
反
応
す
る
抗
体
に
な
り
、
直
接
抗

原
を
攻
撃

す
る
キ
ラ
Ｉ
Ｔ
細
胞
（細

胞
障
害
性

Ｔ
細
胞

）に
分
化

し

て
抗

原
障
害
性

に
働
く
の
が
細
胞
性
免
疫

で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｔ
細
胞
が
Ｔ

細
胞
か
ら
分
化
し
た

ヘ
ル
パ
Ｉ
Ｔ
細

胞
を
介
し
て
Ｂ
細
胞
に
抗
原
情
報
を

伝
え
、
Ｂ
細
胞
が
分
化
し
た
形
質
細

胞
が
抗
原
に
対
す
る
免
疫
グ

ロ
ブ
リ

ン
抗
体
を
特
異
的
に
産
生
す
る

の
が

液
性
免
疫
で
す
が
、
免
疫
グ

ロ
ブ
リ

ン
抗
体
生
成
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ

う
に
Ｔ
細
胞
が
分
化
し
た
サ
プ
レ

ッ

サ
Ｉ
Ｔ
細
胞
の
干
渉
を
受
け
て
抑
制

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
獲
得
免
疫

の
免
疫
応
答
で
は
、
細
胞
の
分
化
を

誘
導
し
、
分
化
し
た
細
胞
が
機
能
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
サ
ナ

モ
ア
の
紫
外
線
が
生
成
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
免
疫
細
胞
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
受

容
体
を
受
け
皿
に
し
て
細
胞
分
化
を

誘
導
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
を
調
節

し
て
細
胞
が
正
常
に
機
能
す
る

の
を

妨
げ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク

ス

を
防
い
で
、
免
疫
応
答
が
適
正
に
運

ば
れ
る
の
を
助
け
る
よ
う
に
作
用
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
は
感
染
症
だ
け
で
な
く
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
自
己
免
疫
疾
患

の
治
療
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
サ
ナ
モ
ア
は
ご
愛
用
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
の
身
体
に
問
い
掛
け

て
、
免
疫
応
答
を
適
正
に
調
整
し
、
自取

大
限
の
免
疫
力
、
換
言
す
れ
ば
自
然

治
癒
力
が
手
に
入
る
と
信
じ
て
活
用

し
て
下
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
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慢
性
腎
不
全
の

［
主
訴
］
人
工
透
析
を
先
延
ば
し
に

し
た
い
ｃ

［
既
往
歴
］
今
回
、
病
院
で
診
断
を

受
け
る
ま
で
糖
尿
病
に
気
付
い
て
い

な
い
ｃ

［
現
病
歴
］
透
析

の
た
め
の
内
シ
ャ

ン
ト
形
成
術
を
終
え
て
い
た
の
で
、

患
者
に
透
析
を
受
け
な
が
ら
光
線
療

法
を
す
る
話
を
し
た
が
、
光
線
療
法

に
賭
け
た
い
と
希
望
し
た
の
で
経
過

を
追
う
こ
と
に
し
た
。

［
初
診
時
所
見
］
顔
色
は
青
黒
く
、

皮
膚
は
乾
燥
し
、
全
身
倦
怠
感
が
あ

り
、　
一
年

三
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
使
秘

が
あ
り
、
尿
の
出
が
悪
く
、
む
く
む

と
訴
え
て
い
た
。

療
法
な
ら
び
に
経
過

光
線
療
法
は
治
療
器
四
台
で
四
灯

照
射
を
毎
日
行

っ
た
。
カ
ー
ボ

ン
は

Ｂ
Ｄ
で
二
年
間
、
そ
の
後
は
体
調
を

診
な
が
ら
Ａ
Ａ
や
Ａ
Ｂ
で
治
療
し
た
。

日
々
、
側
臥
位
で
目
を
閉
じ
て
顔
に

・５
分
、
胸
１５
分
、
腰
と
臀
部
３０
分
、

膝
と
足
首
１５
分
照
射
し
て
か
ら
、
腹

と
足
裏
３０
分
、
後
頭
部
と
膝
一異
１５
分

照
射
し
、
次
に
仰
臥
位
で
有
胸
部
、

左
横
腹
、
有
横
膝
、
左
横
足
首
に
各

・５
分
、
次
い
で
左
胸
部
、
有
模
腹
、

左
横
膝
、
有
横
足
首
に
各
１５
分
照
射

し
た
が
、
希
望
す
る
箇
所
に
は
追
加

し
て
照
射
し
た
。
な
お
食
事
は
蛋
自

質
を
制
限
し
た
高
カ

ロ
リ
ー
減
塩
食
、

水
分
は
十
分
に
摂
る
よ
う
に
話
し
た
。

治
療
を
始
め
て
か
ら
至

っ
て
元
気

に
な
り
、
水

分
の
摂
取
量
を
増
や
し

た
た
め
多
尿
に
な
っ
た
が
排
尿
は
ス
ム
ー

ズ
で
、む
く
み
は
な
く
、
便
秘
は
改
善
し
、

患
者
に
よ
れ
ば
病
院
の
先
生
方
が
不

思
議
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
状
態
ま
で

改
善
し
た
。
し
か
し
治
療
を
始
め

て

２
年
半
が
経
過
し
た
平
成
１７
年
１１
月

に
、
医
師
か
ら
透
析

の
先
延
ば
し
は

限
界
と
告
げ
ら
れ
、
や
む
な
く
透
析

を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

考
案
な
ら
び
に
結
語

糖
尿
病
性
腎
症

に
起
因
し
た
慢
性

腎
不
全
で
透
析
を
勧
め
ら
れ
た
が
、

病
院
を
受
診
し
な
が
ら
光
線
療
法
を

行
い
、
結
果
的
に
約
２
年
半
透
析
を

先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
間
、
水
分
の
摂
取
量
を
増
や
し

た
た
め
多
尿
に
な

っ
た
が
浮
腫
を
起

こ
す
こ
と
な
く
経
過
し
た
の
は
、
光

線
療
法

の
発
汗
、
利
尿
作
用
が
役
に

立

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
な
お
患
者

は
透
析
を
始
め
て
か
ら
も
、
透
析

の

平
素
は

「
サ
ナ
モ
ア
」
を

ご
愛

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
「
サ
ナ
モ
ア
」
を
お
使
い
い

た
だ
く
際
、
取
扱
説
明
書

の
注
意

事
項
を
参
考
に
し
て
安
全
管
理
に

は
ご
注
意

い
た
だ
い
て
い
る
と
存

じ
ま
す
が
、
火
災
、
火
傷
に
は
特
段

の
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
平
成
１７
年
４
月
に
薬

事
法
が
改
正
さ
れ
、
医
療
機
器
の

安
全
性

の
向
上
と
市
販
後
の
安
全

性

の
管
理
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て

「
は

つ
ら

つ
さ
ん
」
の
製
造
元

の
い
イ
ビ
デ

ン
ケ
ミ
カ
ル
と
発
売
元

の
弊
社
は

安
全
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
を
行
い
、
対
策
を
協

議
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
安
全
に

な
い
日
は
演
者

の
治
療
院
で
、
透
析

の
日
は
自
宅
で
光
線
療
法
を
続
け
て

い
る
が
、
経
過
は
極
め
て
順
調
で
あ

る
。

施
療
経
験社団法人 神奈川県療術師会

海渡一二三

目
　
的

患
者
は
糖
尿
病
性
腎
症
に
起
因
す

る
慢
性
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
、
人

工

透
析
以
外
に
治
療
法
は
な
い
と
言
わ

れ
た
が
、
透
析
を
先
延
ば
し
に
し
た

い
と
知
人
に
紹
介
さ
れ
た
光
線
療
法

に
望
み
を
託
し
て
、
平
成
１５
年
５
月

２０
日
に
来
所
さ
れ
た
。
演
者
は
安
請

け
合
い
は
出
来
な
い
が
、
先
延
ば
し

に
す
る
努
力
を

一
緒
に
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
光
線
療
法
を
行

っ
た
。

症
　
例

［
患
者
］
６４
歳
　
女
性
　
主
婦

●
●
■
●
■
●
■
Ｓ
●
Ｆ
■
●
■
Ｓ
，
●
■
Ｆ
●
Ｆ
％
ド
■
●
■
●
■
Ｓ
●
Ｆ
●
Ｆ
●
●
■
●
■
Ｆ
●
●
■
●
●
Ｆ

ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
二

点
に

つ
い
て
自
主
的
に
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
照
射
器
前
面
の
網

の
網
目
を
細

か
く
す
る
。

②
照
射
期
を
水
平
か
ら
下
方
に
向

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

「
は

つ
ら

つ
さ
ん
」

の
改
良
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
、
弊
社

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば
、
作
業

手
順
書

に
併
せ
て
交
換
部
品
を
無

償
で
お
送
り
し
ま
す
。
尚
、
あ
く

ま
で
も
自
主
的
な
対
応
で
強
制
す

る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
い
イ
ビ

デ

ン
ケ
ミ
カ
ル
に
修
理
依
頼
し
た

時

に
も
対
応
で
き
る

こ
と
を
申
し

添
え
ま
す
。

い
東
京
光
線
療
法
研
究
所

代
表
取
締
役
　
宇
都
宮
光
明
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□
□
回
□
□

糖
尿
病
性
網
膜
症
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一三
五
八

症
例
　
５５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
糖
尿
病
を
発
症
し
て
か
ら
約

五
年
が
経
過
し
た
頃
、
職
場
の
健
診

で
、
眼
底
の
精
密
検
査
が
必
要
と
言

わ
れ
、
眼
科
医
院
を
受
診
し
、
糖
尿

病
性
網
膜
症
と
診
断
さ
れ
た
。
薬
物

治
療
と
レ
ー
ザ
ー
光
凝
固
治
療
を
数

回
施
行
さ
れ
、
症
状

の
進
行
は
食
い

止
め
ら
れ
て
、
定
期
検
査
で
も
安
定

し
た
状
態
が
続
い
た
が
、
二
年
経

っ

て
、
再
び
眼
底
出
血
を
起
こ
し
視
力

の
低
下
を
認
め
た
。
こ
の
病
気
は
完

治
す
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
れ
不
安

に
な

っ
て
い
た
頃
、
会
社
の
先
輩
か

ら
サ
ナ
モ
ア
を
勧
め
ら
れ
て
来
所
し

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

で
、
両
眼
（閉
眼

に
て
）を
集
光
し
て

２０
分
、
後
頭
部
２０
分
、
腹
部
２０
分
、

左
側
腹
部
２０
分
、
有
側
腹
部
２０
分
、

腰
部

２０
分
、

足
裏

２０
分
、

下
腿

２０

分
、

膝

１０
分
を

そ
れ

ぞ
れ

照
射

し

た
。
翌
日
か
ら
は
借
り
た
サ
ナ
モ
ア

で
、
自
宅
で
の
治
療
を
開
始
。
照
射

に
あ
た

っ
て
は
、
眼
の
照
射
だ
け
で

な
く
、
基
本
照
射
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
、
身
体
全
体

の
調
子
を

整

え
る

こ
と
が
眼

に
良

い
影
響
を

お
よ
ぼ
す
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
、

治

療

を
続

け
る
よ

う
指
導

し

た
。

治

療

開
始

６
か

月
後

の
検

査

で
、
眼
底
の
む
く
み
は
吸
収
さ
れ
、

出
血
が
消
失
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ

た
。
そ

の
後
、
二
年
間
に
何
度
か
検

査
を
受
け
た
が
、
そ
の
都
度
、
経
過

は
良
好
で
心
配
な
い
と
言
わ
れ
、
安

心
し
て
い
る
。
通
院
当
初
、
視
力

の

回
復
は
望
め
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、

現
在
で
は
、
か
な
り
回
復
し
て
き
て

お
り
、
今
後
も
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
食
事
療
法
、
運
動
療

法
を
励
行
し
て
、
全
身
的
な

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
心
が
け
た
い
と
頑
張

っ
て

い
る
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
手
術
を
勧
め
ら
れ
た

網
膜
は
く
離
を
治
療

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
整
則
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
Λ
〓
ユ
二一日
一二“
」
軌

症
例
　
６８
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
突
然
、

視
野
の

一
部
に
自
い
幕
が
か
か

っ
た

よ
う
な
状
態
と
な
り
、
視
力
低
下
を

き
た
し
た
こ
と
か
ら
、
病
院
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
、
網
膜
は
く
離
と
診
断

さ
れ
、
放
置
し
た
ら
失
明
す
る
危
険

が
あ

る

の
で
手
術

し

た
方

が
よ

い

と
説
明
を
受
け
た
。
し
か
し
、
本
人

は
、
あ
く
ま
で
も
手
術
は
最
後
の
手

段
で
、
サ
ナ
モ
ア
を
試
し
て
み
て
か

ら
で
も
遅
く
な
い
と
考
え
て
お
り
、

照
射
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
を
頂
い

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン

を
使
用
ｃ
集
光
器
を
用
い
て
、
片
眼

ず

っ
３０
分
以
上
照
射
し
て
か
ら
、
眉

間
２０
分
、
後
頭
部
２０
分
、
足
裏
２０
分

の
照
射
を
指
示
。
時
間
に
余
裕
が
あ

る
時
に
は
、
腹
部
、
腰
部
を
１０
分
ず

つ
照
射
す
る
よ
う
指
示
し
た
。　
一
か

月
後
に
電
話
連
絡
を
受
け
た
が
、
両

眼
の
照
射
は
、
毎
日
二
、
三
時
間
行

っ

て
い
る
が
そ
れ
で
良
い
の
か
と
の
質

問
で
あ

っ
た
た
め
、
気
持
ち
よ
く
照

射
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
長
時

間
照
射
し
て
も
問
題
な
い
旨
を
説
明
。

半
年
後
の
連
絡
で
は
、
経
過
が
非
常

に
良
く
、
医
師
が
と
て
も
不
思
議
そ

う
な
顔
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

大
変
喜
ん
で
い
た
。
今
後
の
再
発
予

防

の
た
め
に
も
、
毎
日
１０
分
の
治
療

を
続
け
る
よ
う
指
示
し
た
。
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□
□
回
□
□

ギ
ラ
ン

・
バ
レ
ー
症
候
群
の

サ
ナ
モ
ア
治
療
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

症
例
　
６
歳
　
男
児

症
状
　
感
冒
に
引
き
続
き
筋
力
低
下

を
認
め
、
下
肢

の
脱
力
、
歩
行
障
害

を
き
た
し
た
た
め
、
病
院
を
受
診
し

た
と
こ
ろ
、
ギ
ラ

ン

・
バ
レ
ー
症
候

群
と
診
断
さ
れ
た
。
病
院
の
治
療
を

受
け
て

‐
少
し
は
改
善
し
た
が
、
母
親

か
ら
、
こ
の
子
は
夜
寝
て
い
る
時
ま

ぶ
た
を
開
じ
な
い
し
、
下
痢
気
味
で

虚
弱
な
点
が
あ
る
の
が
心
配
な
の
で
、

是
非
、
サ
ナ
モ
ア
で
元
気
に
し
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
。
当
院

で
は
こ
の
よ
う
な
患
者
を

三
名
治
療

し
た
経
験
が
あ
り
、
全
員
回
復
し
て

い
た
の
で
、
サ
ナ
モ
ア
が
有
効
で
あ

る
と
確
信
し
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
当
初
Ａ
Ａ
カ
ー

ボ

ン
を
使
用
し
、
病
状
が
改
善
し
て

か
ら
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
変
更
。
四
台

の
治
療
器
を
用
い
、
全
身
照
射
で
行

っ

た
。
側
臥
位
に
て
、
顔
面
、
腰
部
、

海
渡
　
一
一
〓
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

膝
を
１５
分
照
射
後
、
腹
部
３０
分
、
後

頭
部
１５
分
、
膝
裏
１５
分
、
足
一異
３０
分

照
射
。
次
に
仰
臥
位
と
し
て
、
有
側

顔
面
、
左
側
胸
部
、
有
側
腹
部
、
左

膝
側
面
を
１５
分
照
射
し
、
左
側
顔
面
、

有
側
胸
部
、
左
側
腹
部
、
有
膝
側
面

‐５
分
の
照
射
を
施
行
。
開
始
し
て
か

ら
五
日
目
に
は
下
痢
も
な
く
な
り
、

二
十
日
が
経
過
し
た
頃
に
は
、
ま
ぶ

た
を
閉
じ
た
状
態
で
眠
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
の
後
さ
ら
に
治
療
を
継
続
し

た
と
こ
ろ
、
発
汗
が
促
進
さ
れ
、
神

経
反
射
も
良
く
な
り
、
歩
行
も
し

っ

か
り
と
し
て
、
眼
の
焦
点
が
定
ま
る

よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
以
後
は
当
院

で
の
治
療
は
時
々
と
し
、
自
宅
で
の

治
療
を
続
け
、
元
気
を
取
り
戻
す
こ

と
に
成
功
し
た
。
現
在
は
、
３６
歳

の

立
派
な
大
人
に
な
り
、
会
社
に
も
勤

め
て
い
る
。

□
□
回
□
□

複
合
性
局
所
疼
痛
症
候
群
（Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）

に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
効
果

武
蔵
野
市
　
カ
ワ
グ
チ
光
線
治
療
院

川
口
　
一
憲
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
三
二
―
二
三
―
二
九
九
〇

病
院
で
は
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
、

漢
方
、
鍼
な
ど
様
々
な
治
療
を
試
み

た
が
、
い
ず
れ
も
効
果
が
な
く
、
医

師
か
ら
は
完
治
の
可
能
性
は
極
め
て

低
い
と
告
げ
ら
れ
、
あ
き
ら
め
の
心

境
で
い
た
時
に
知
人
の
紹
介
で
来
院

症
例
　
５８
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
五
年
前
に
ダ
ン
ス
で
石
足
首

を
捻
挫
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、

慢
性
的
な
疼
痛
と
腫
れ
が
続
き
、
両

足
首
と
も
に
固
ま

っ
た
よ
う
な
状
態

で
、
運
動
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
。

さ
れ
た

療
法
経
過
　
当
初
、
両
側
膝
下
の
腫

れ
と
足
首
の
関
節

の
可
動
制
限
が
著

明
で
あ

っ
た
た
め
、
整
体
治
療
に
て

柔
軟

に
ほ
ぐ
し
、
自
然
な
血
流
を
促

し
て
か
ら
、
光
線
治
療
を
行

っ
た
。

最
初
に
患
部
を
中
心
と
し
た
照
射
を

各
々
１５
分
施
行
。
①
左
足
関
節
を
内

外
か
ら
は
さ
む
よ
う
に
二
灯
照
射
と

左
後
頭
部
照
射
。
②
有
足
関
節
を
内

外
か
ら
は
さ
む
よ
う
に
二
灯
照
射
ｃ

③
両
足
関
節
前
方
、
両
足
踵
部
、
後

頭
部
を

三
灯
照
射
。
そ
の
後
、
有
側

臥
位
に
て
、
腹
部
（Ｂ
Ｄ
）、
腰
部
（Ａ

Ｂ
）、
膝
（Ａ
Ｂ
）、
足
裏
（Ａ
Ｃ
）を
３５

分
照
射
し
た
ｃ
治
療
を
開
始
し
て
か

ら
約

一
年
で
、
五
年
間
飲
み
続
け
た

鎮
痛
剤
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
、　
一

年
八
か
月
が
経
過
し
た
現
在
で
は
、

ゴ
ル

フ
の
コ
ー
ス
に
出
ら
れ
る
ま
で

回
復
し
、
大
変
喜
ん
で
い
る
。

参
考
　
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
は
、
手
関
節
等

の

外
傷
後
に
、
同
部

の
腫
れ
が
長
期
に

持
続
し
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
動
か

せ
な
く
な
り
、
痛
み
や
知
覚
の
異
常

を
伴
う
こ
と
も
あ
る
症
候
群
で
、
病

態
に
関
し
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多

い
。

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ
つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器
ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時

間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、

カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
き

る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な
い
で

お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ
ン
を
送

り
安
定
し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

＊

な
お
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。



No 332 健康と光線 平成21年 1月 1□ (8)

サ
ナ
モ
ア
は
わ
が
家
の

医
学
博
士
で
す

秋
田
市
　
伊
藤
　
清

二
様

サ
ナ
モ
ア
の
お
世
話
に
な
り
始
め

て
か
ら
、
も
う
５０
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
長
男
が
子
供

の
頃
、
外
で
遊
ん

で
い
て
怪
我
を
す
る
と
、
「
光
線
」

「
光
線
」
と
言

い
な
が
ら
家

に
駆
け

込
ん
で
き
た
こ
と
を
、
今
で
も
は

っ

き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
今
は
そ
の

長
男

の
子
供
⌒私

の
孫
）が
、
風
邪
を

ひ
い
て
熱
を
出
し
た
り
、
お
腹
を
こ

わ
し
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
サ
ナ
モ

ア
で
治
療
し
て
あ
げ
て
良
く
な
り
ま

す
。
す
る
と
孫
は
私
に

「お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
光
線

の
あ
る
家
は
幸
せ
だ
ね
」

と
言

っ
て
、
サ
ナ
モ
ア
に
感
謝
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
る
で
、
サ
ナ
モ

ア
は
わ
が
家

に
と

っ
て
は
医
学
博
士

の
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
私
の
親

戚
や
友
人
達
に
も
勧
め
て
利
用
し
て

も
ら

っ
て
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
大

変
喜
ん
で
使

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か

ら
も
、
木
永
く
、
サ
ナ
モ
ア
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

脊
柱
管
狭
窄
症
が

サ
ナ
モ
ア
で
改
善
し
ま
し
た

茨
城
県
　
士
口
田
　
千
枝
子
様

私
の
家

に
も
約
十
年
前
に
購
入
し

た
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
が
あ
り
ま

す
が
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
治
療
器

で
重
宝
し
て
い
ま
す
。
早
速
で
す
が

私

の
最
近

の
体
験
を
報
告
し
ま
す
。

約
二
か
月
前
、
突
然
腰
が
痛
く
な

っ

て
歩
け
な
く
な

っ
た
た
め
、
近
く
の

病
院
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
脊
柱
管
狭

窄
症
と
診
断
さ
れ
て
手
術
を
要
す
る

状
態
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

車
椅
子
生
活
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

と
言
わ
れ
た
た
め
、
息
子
と
相
談
し

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

整
体
は
ど
う
か
と
考
え
、
五
回
ほ
ど

通
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
、
サ
ナ

モ

ア
光
線
療
法
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
嘘

の
よ
う
に
、
痛
み
が
消
失
し
、
歩
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
す

ば
ら
し
い
治
療
器
で
す
。

こ
れ
か
ら

も
自
宅
で
治
療
を
続
け
る

つ
も
り
で

い
ま
す
。
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ド::11棒Ⅲ‖1墨1書:1性:菱i寿1庸市1国吻釉鯰舅眩眩魏鯰蛉厄 :言

肇 本   肛 ― ‐ 計 ‥ ‖ F― 」 皿 ‖‐ Fヨ 泰 氷 lh≒ :言

三:                          「
1111111■1111:■ ||||||■1111111111111■ ||11111●

=:|||111111:||||||||||:||||||||:||1111111111111111                               :三

サナモア体験記募集

サ
ナ
モ
ア
の
効
果
は
体
験
し

な
い
と
信
じ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
効
果

を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得

力
の
あ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
体
験
記
を
お
送
り
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方

に
は
、
薄
謝
を
贈
呈
致
し
ま
す
。


